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問題が山積みの事業仕分け

「行政の外部の人が、公開された場所で、職員に質疑を繰り返し、各事業について意見、

を出す」それ自体は良い事だと思います。しかし、現実の事業仕分けを見ると、事業の

選定、仕分け人の人選、仕分け人への情報提供など、問題が山積みです。

市の仕分けを数回傍聴していて、情報提供の問題を端的に示していたのが、「民間」と判

定されてしまった「市民電子会議室関係費」だったと思います。仕分け人が市民電子会議

室をどの程度見たのかに注目していたところ、携帯で入ろうとしたがわからなかった、1
つの会議室を見たが同じ名前の人が多かった、知り合いに聞いたら知らなかった位で、詳

細に見て判断したという発言はついに聞けませんでした。もし詳細に見ていたのなら事業

仕分け同様、「行政の外部の人が、公開された場所で、職員に質疑を繰り返し、各事業につ

いて意見を出す｣行為を､一般市民がネット上で可能な場所である点に気づいたでしょう。

「博物館資料公開活用費」では、市民サービスを切りまくるはずの仕分け人が、逆に美

術館を作るような方向で議論していたのは評価できましたが、「自転車対策費」では、放置

自転車が長年減らない事をさんざん追及しながら、無料駐輪場がむしろ減っているという

点は追及しないという場面に苛立ちました。折しも市が電気自動車（外国製）を市の温暖

化対策として1台購入していた、なんていう話も耳にしていますが、電気自動車よりはる

かにエコである自転車の駐輪場から金を取るちぐはぐさも､追及して欲しかったのですが。

また私自身は、神奈川県の電子会議室で行われる事業仕分けの構成員をやる事が出来ま

したが、県が用意する事務事業シートと担当課との質疑だけでは心もとないのでした。し

かし、現場を見るなり独自に調べるなりするのなら、担当事業が決ってからの日数が足り

ません。また県庁の他の課にも電話して聞こうとすると、電子会議室上で聞くよう指示さ

れたりし､構成員に情報収集にベストを尽くさせようとする姿勢なのか疑問もありました。

行政だけが仕分け人に対し事前に文書で情報提供できるという現状では、行政の外部が

評価した事にはならず最善の判断ともほど遠い危険があります。 （内藤繁） ノ
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